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Abstract— This bibliography lists literature concerning 
fauna of the San’in District (Tottori and Shimane Prefectures) 
published in 2012. Some articles published before 2012 may 
be also included when they have not been covered in the pre-
vious bibliographical series.     
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特別号, No. 7, pp. 101-104. ［鳥取］
清末忠人（2012）「鳥取野鳥の会」創始者・鳥取県生物学会初
代会長であった尾崎繁夫先生の思い出. 山陰自然史研
究, No. 8, pp. 55-57. ［鳥取］
鶴崎展巨・淀江賢一郎（2012）鳥取県・島根県の動物相に関
する文献目録 第3集（2009－2011年）. 山陰自然史研究, 















館研究報告, No. 49, pp. 13-16. ［鳥取］
淀江賢一郎（2012）【書評】小林一彦（2011）自然の魅力を伝え
つづけて逝った̶中国山地を中心とした30年間の自然
案内の記録. すかしば, No. 59, p. 44. ［鳥取］
【鳥類】
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桐原佳介・奥谷浅枝・河合葉子・長谷川和子（2012）鳥取県大
山におけるソウシチョウの繁殖記録. 山陰自然史研究, 
No. 8, pp. 28-29. ［鳥取］
佐藤仁志・森　茂晃・八幡浩二（2012）隠岐諸島におけるカン
ムリウミスズメSynthliboramphus wumizusumeの生息状


































団研究報告, No. 15, pp. 287-297. ［島根］
林　成多・門脇久志・松田隆嗣・藤原淳一（2012）鳥取県大山に
おける昆虫類の生息状況.ホシザキグリ ンー財団研究報





アシス” の動物相. 山陰自然史研究, No. 7, pp. 31-40. ／




取砂丘の昆虫類目録. 山陰自然史研究, No. 7, pp. 47-82. 





富海岸鴨ヶ磯（鳥取県） の昆虫相. 山陰自然史研究, No. 










認. すかしば, No. 59, pp. 32-33. ［島根］
桐原佳介（2012）鳥取県西伯郡南部町におけるモ トーンイトト
ンボの記録. 山陰自然史研究, No. 8, p. 31. ［鳥取］
三島秀夫（2012）隠岐の島町由井の池で見たチョウトンボ. す
かしば, No. 59, p. 9. ［島根］
長瀬　翔（2012）島根半島部でハネビロエゾトンボを採集. す
かしば, No. 59, p. 29.出雲市奥宇賀町和田からハネビロ
エゾトンボの記録。［島根］
長瀬　翔（2012）飛来種のオオギンヤンマを採集. すかしば, 
No. 59, p. 29. 出雲市湖陵町でオオギンヤンマを記録。
［島根］
野津幸夫（2012）浜田市金城町榜示峠8月初旬の蜻蛉. No. す
かしば, No. 59, pp. 32-33. ［島根］
大浜祥治（2012）2009－2011年，山陰地方沿岸部におけるタ
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大浜祥治・小早川誠・長瀬　翔・林　成多（2012）島根県雲南
市木次町ふるさと尺の内公園のトンボ相. ホシザキグリー
ン財団研究報告, No. 15, pp. 65-68.［島根］
祖田　周・大浜祥治（2012）2009－2011年，島根県の飛来ア




No. 59, p. 43. ［島根］
川上　靖（2012）外来種ウスグモスズ（コオロギ亜目ヒバリモド
キ科）の鳥取県における記録と分布拡大. 山陰自然史研
究, No. 8, pp. 33-34. ［鳥取］
桐原佳介（2012）鳥取県米子市 におけるコバネヒメギス（キリ
ギリス科）の記録. 山陰自然史研究, No. 8, p. 32. ［鳥取］
松田隆嗣（2012）クツワムシの記録（大田市・雲南市）. すかしば, 
No. 59, p. 36. ［島根］
【昆虫：半翅目】
Damgaard, J., Figueiredo Moreira, F. F., Hayashi, M., Weir, 
T. A., & Zettel, H. (2012) Molecular phylogeny of 
the pond treaders (Insecta: Hemiptera: Heteroptera: 
Mesoveliidae), discussion of the fossil record and a 
checklist of species assigned to the family. Insect Sys-








しば, No. 59, p. 38. ［島根］
林　成多・松田隆嗣（2012）チャバネベニキジラミを島根県三
瓶山で採集. ホシザキグリ ンー財団研究報告, No. 15, p. 
78. ［島根］
林　成多・松田隆嗣（2012）島根県で外来種プラタナスグンバ
イを確認. ホシザキグリ ンー財団研究報告, No. 15, p. 78. 
［島根］
林　成多・松田隆嗣（2012）島根県で外来種ヘクソカズラグン








報告特別号, No. 7, pp. 11-15. ／ヤマウコギを寄主とする
ヤナギトガリキジラミ屬の1種の報告。［鳥取・島根］
林　成多・宮武頼夫,（2012）山陰地方のキジラミ図鑑. ホシザ





ゆらぎあ, No. 30, pp. 26-27.ヒメハルゼミ（三朝町助谷）
［鳥取］
野津幸夫・津森正二（2012）アブラゼミの遅い発生の記録. す
かしば, No. 59, p. 35. ［島根］
【昆虫：脈翅目】
林　成多（2012）島根県の海浜におけるアリジゴク4種の分布. 










しば, No. 59, p. 40. ［島根］
福井修二（2012）地中の根に寄生していたガンショキクイムシ. 
すかしば, No. 59, pp. 40-41. ［島根］
福井修二（2012）アメリカヒラタキクイムシの島根県での発生
記録. すかしば, No. 59, p. 42. ［島根］
福井修二（2012）ハンノキカミキリの記録. すかしば, No. 59, 
pp. 42-43. ［島根］
端山　武（2012）浜山公園のオオヒョウタンゴミムシの記録. 
すかしば, No. 59,39. ［島根］
林　成多（2007）新種の水生昆虫発見！̶島根のダルマガム
シたち̶. pp. 40-42. In: 中野浩史・山口勝秀・越川敏樹
（編）宍道湖自然館第13回特別展「水に生きる昆虫～ふる
さとの水辺から～」展示解説書. 水に生きる昆虫. 宍道湖
自然館ゴビウス・ホシザキグリ ンー財団. 74 pp. ／枕木山
の新種候補のダルマガムシの記載あり。［島根］
林　成多（2009）キイロネクイハムシ類に関する最近の知見. 
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昆虫と自然, 44(11): 24-25. ［鳥取・島根］
林　成多（2012）山陰のチビドロムシとナガドロムシ. ホシザキ
















ノミについて. ホシザキグリ ンー財団研究報告, No. 15, p. 
248. ［島根］
林　成多（2012）島根県松江市でバッキンガムカギアシゾウ









Hayashi, M., & Kawakami, Y. (2009) Fossil of the genus 
Eubrianax (Coleoptera, Psephenidae) from the upper 
Mioscene Ningyô tôge Formation in Tottori Prefec-
ture, Japan. Elytra, Tokyo, 37(1): 99-103. ［鳥取］
Hayashi, M., Song, S. D. & Sota, T. (2012) Molecular phy-
logeny and divergene time of the water penny genus 
Eubianax (Coleoptera: Psephenidae) in Japan. Ento-








録. ホシザキグリ ンー財団研究報告, No. 15, pp. 235-247. 
［島根］
Jäch，M. A. & Díaz, J. A. (2012) Descriptions of six new 
species of Hydraena s.str. Kugelann from Japan (Cole-
optera: Hydraenidae). Koleopterologische Rundschau 
(Wien), 82; 115-136. ／ダルマガムシHydraena s.str.6新種
の記載。Hydraena hayashii n. sp.は（タイプ産地：枕木山。
現在のところ島根県のみ），Hydraena kadowakii n. sp.の
タイプ産地は大山町甲川鶯橋：大山から蒜山にかけての
地域に固有）。これまで四国のみから知られていた（タイ






シザキグリ ンー財団. 74 pp.に写真が出ている。［鳥取・島
根］
越山洋三・松田隆嗣（2012）松江市でアカマダラハナムグリを採
集. すかしば, No. 59, p. 36.
Kubota, K., Nagahata, Y., Ikeda, H., Kubota, N., Otobe, H., 
& Umetsu, K. (2011) Diversification process of stag 
beetles belonging to the genus Platycerus Geoffroy 
(Coleoptera: Lucanidae) in Japan based on nuclear and 
mitochondrial genes. Entomological Science, 14(4): 
411-427.
國本洸紀（2012）コガタノゲンゴロウの生態（その6）̶時間別
捕獲数からみた日周活動性̶.ゆらぎあ, No. 30, pp. 13-
16. ［鳥取］
國本洸紀（2012）コガタノゲンゴロウの飛び立ちについて. ゆら
ぎあ, No. 30, pp. 16-17. ［鳥取］
松田隆嗣（2012）コブナシコブスジコガネを三瓶山で採集. す
かしば, No. 59, pp. 36-37. ［鳥取］
松田隆嗣（2012）島根県東部でのヤマトタマムシの記録. すか
しば, No. 59, pp. 36-37. ［島根］
野津幸夫（2012）ツヤネクイハムシ島根県雲月山に産す. すか
しば, No. 59, p. 38. ［島根］
野津幸夫（2012）鳥取県で採集した記録の少ない甲虫 3種. ̶
クロガネネクイハムシ，トゲニセマグソコガネ，マダラクワ





しば, No. 59, p. 37. ［島根］
笹野翔伍（2012）鳥取県大山でルリヒラタムシを記録. ホシザ
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笹野翔伍（2012）鳥取県大山町でベーツヒラタカミキリを記録. 









ザキグリ ンー財団研究報告, No. 15, pp. 275-285. ［島根］
【昆虫：双翅目】
福井修二（2012）ケンランアリノスアブの採集記録. すかし
ば, No. 59, pp. 39-40. ［島根］
前田泰生（2012）島根県産メバエ類の採集記録補遺. すかし




ジョウバエ」への訂正. 山陰自然史研究, No. 8, p. 54. ［鳥
取］
Yamauchi, T., Tsurumi, M. & Kataoka, N. (2009) Distribu-
tional records of Lipoptena species (Diptera: Hippo-
boscidae) in Japan and Jeju-do, Korea. Medical Ento-
mology and Zoology, 60(2): 131-133. ／日本と済州島に
おけるシカシラミバエ属の分布記録. 和文要約: 同号, 139
［島根］
【昆虫：鱗翅目】











ば, No. 59, p. 11. ［鳥取］
清末忠人（2012）シンジュキノカワガの記録. ゆらぎあ, No. 30, 
pp. 24-25. ／シンジュキノカワガ（気高町勝見）［鳥取］
國本洸紀（2012）メスグロヒョウモン（2012）年も記録. ゆらぎ
あ, No. 30, p. 26. ／メスグロヒョウモン（倉吉市高城）［鳥
取］
國本洸紀（2012）鳥取県中部地区のウスバアゲハの記録. ゆら
ぎあ, No. 30, p. 25. ／ウスバアゲハ（倉吉市桜）［鳥取］
國本洸紀（2012）鳥取県中部地区のオオシモフリスズメの記




特別号, No. 7, pp. 17-48. ／ 2005年の調査に基づく大山
のガ類のリスト。23科578種。［鳥取］
松田隆嗣（2012）ナマリキシタバの幼虫を立久恵峡で採集. す
かしば, No. 59, p. 6. ／ナマリキシタバ（ヤガ科）の幼虫の
記録。［島根］
松田隆嗣（2012）ムラサキシタバを島根半島で採集. すかしば, 
No. 59, p. 8. ［島根］
松田隆嗣（2012）トビモンオオエダシャクのメスの記録. すかし
ば, No. 59, p. 12. 出雲市でのトビモンオオエダシャクの記
録. ［島根］
松田隆嗣（2012）ハマゴウノメイガを島根県で採集. ホシザキグ
リ ンー財団研究報告, No. 15, p. 298. ［島根］
松田隆嗣（2012）鳥取県大山におけるネズミホソバの採集
記録. ホシザキグリーン財団研究報告特別号, No. 7, p. 
16.［鳥取］
松田隆嗣・桐原佳介（2012）山陰地方におけるナカグロクチバ




確認. すかしば, No. 59, p. 10. ／カレハガ科のウスズミカ
レハの記録（松江市）。［島根］
松井悠樹（2012）鳥取県東部で採集した蛾類 1. ゆらぎあ, No. 





No. 59, p. 18. ［島根］
三島昭一（2012）船通山でウラキンシジミ幼虫パラシュ トー発
見. すかしば, No. 59, p. 17. ［鳥取］
三島昭一（2012）島根半島で長野県産標識アサギマダラが捕
獲される. ̶2011年鰐淵小学校アサギマダラ調査報告. 
すかしば, No. 59, pp. 19-23. ［島根］
三島昭一（2012）オオチャバネセセリの異常型．ゆずりは, 
No.52, p. 66.／ 2011.6.21, 鳥取県南部町，1♀．［鳥取］
野津幸夫（2012）アメリカシロヒトリ松江市天神川沿いで発生. 
すかしば, No. 59, p. 3. ［島根］
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野津幸夫（2012）ナマリキシタバ島根県にて採集. すかしば, 
No. 59, pp. 4-5. ／島根県新記録のナマリキシタバ（ヤ
ガ科）を記録。［島根］
野津幸夫（2012）シロシモフリエダシャクを安来市布部ダムで
採集. すかしば, No. 59, p. 7. ／安来市広瀬町布部ダムで
の城シモフリエダシャクの採集記録. ［島根］
野津幸夫（2012）南方系オオノコバヨトウ（ヤクシマヨトウ）を




ば, No. 59, p. 7. ／北方系種ヨシヨトウ（ヤガ科）を大山三
ノ沢2008年10月4日に記録。［鳥取］
野津幸夫（2012）ヒメコスカシバとタカムクシャチホコの記録. 
ゆらぎあ, No. 30, pp. 23-24. ／ヒメコスカシバ（大山二ノ
沢），タカムクシャチホコ（大山三ノ沢）［鳥取］
坂田国嗣（2012）安来市でメスグロヒョウモン再確認.すかしば, 
No. 59, p. 3. ［島根］
坂田国嗣（2012）ベニシジミを2月に初確認. すかしば, No. 59, 
p. 5. ［島根］
坂田国嗣（2012）ウスバアゲハの真っ黒な♀確認. すかしば, 
No. 59, p. 11. ／安来市伯太町鷹入りの滝でのウスバシロ
チョウの記録。［島根］




らぎあ, No. 30, p. 21. ／オナガシジミ（江府町三平山）。
［鳥取］
佐藤力夫・増井武彦（2012）日本産Synegia屬（シャクガ科エダ
シャク亜科）の1新種. 蛾類通信, No. 265, pp. 365-388. ダ





会中国支部会報, No. 13, p. 3. ［鳥取］
田村昭夫（2012）北上2種（クロメンガタスズメ・イチジクヒトリモ
ドキ）はどうした？ ゆらぎあ, No. 30, p. 28. ［鳥取］
田中宏卓（2012）2012年の鳥取県鳥取市からのホシミスジの
記録. 山陰自然史研究, No. 8, p. 36. ［鳥取］
田中宏卓（2012）浦富海岸東浜（鳥取県）からのツマグロキ














亜科の記録.誘蛾灯, No. 209, pp. 104-105. ［鳥取・島根］
淀江賢一郎・三宅誠治・神垣健司（2012）中国地方5県のチョウ
類レッドデータ・リスト一覧. 日本鱗翅学会中国支部会報, 
No. 13, pp. 18-24. ［鳥取・島根］
【昆虫：トビケラ目】
河瀬直幹・林　成多（2012）2009-2011年に島根県で採集し
たトビケラ成虫の記録. ホシザキグリ ンー財団研究報告, 




シザキグリ ンー財団研究報告, No. 15, pp. 1-9. ［島根］
前田泰生・灘野宏行・北村憲二（2012）ハウスイチゴにおけるマ
メコバチの送粉昆虫としての利用. ホシザキグリ ンー財団
研究報告, No. 15, pp. 19-45. ［島根］
宮永龍一（2012）鳥取県浦富海岸とその周辺の有剣類（膜翅











採集. ゆらぎあ, No. 30, p. 22. ［鳥取］
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県）のクモガタ類・多足類・陸生等脚類. 山陰自然史研究, 





自然史研究, No. 7, pp. 41-45. ／トビムシ類で11 科31 種，
ササラダニ類で19 科32 種を確認。［鳥取］
Tabara, K., Kawabata, H., Arai, S., Itagaki, A., Yamauchi, 
T., Katayama, T., Fujita, H. & Takada, N. (2011) High 
incidence of rickettsiosis correlated to prevalence of 
Rickettsia japonica among Haemaphysalis longicornis 
tick. Journal of Veterinary Medical Science, 73(4): 507-
510. ［島根］
谷川明男・新海　明（2012）今そこにいるイソコモリを大切に
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